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◆　概要
供用中の道路の直下に新設構造物を構築する工事では、一般車両通行の安全確保を目的として

　　路面沈下量を把握しながら施工を進める必要があります。
自動追尾型トータルステーションのノンプリズムモードにより路面までの距離を計測し、
その変化から沈下量を算出します。

◆　概要計測値の補正について
ノンプリズムで広範囲をするためには高い計測架台が必要ですが、その分温度影響を受けて変動幅が大きく
なります。影響範囲外に設けた基準点の変動を温度変化による自然変動と考え、計測点の変動を補正します。
補正値＝測点の変位－（基準点の変位×α＋β）
※α,β：補正係数。事前計測期間のデータから算出します。

◆　特徴　　　　
　　●道路上にはマーキングを施します。

　施工が容易な他、一般車両の通行に支障がありません。
　　　　　　　●気象データ(温度・湿度・気圧)を取得し、

　測距値を補正します。
●リアルタイムの計測が可能です。

◆　仕様
●自動追尾型トータルステーション
　SOKKIA製 NET05AXⅡ使用
●ウェザーステーション(気象データ取得用)
●パソコン(データ収集用)
●無停電電源装置(電力安定用)

～　ここにも活かせるエルメス技術　～
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